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梅
雨
前
線
と
台
風
の
接
近
を
心
配
し
な
が
ら
も
、
ど

う
に
か
持
ち
こ
た
え
た
天
気
に
感
謝
し
な
が
ら
、
第
２８
回

定
時
総
会
は
６
月
十
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
、
大
阪
市

産
業
創
造
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
か
ら
の
中
間
報
告

と
、
総
会
終
了
後
の
顧
問
荒

木
公
認
会
計
士
の
講
演
「Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
資
金
管

理
に
つ
い
て
」
が
注
目
さ
れ
た
。

会
長
の
挨
拶
後
、
鳶
長
に

申
村
仁
氏

（函
館
拠
点
・
事

務
局
長
）
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

【事
業
報
告
】

０
新
設
拠
点
な
し
、
解
散
拠

点
１
。
入
会
者

【
６
０
０

人
、
退
会
者

【
１
４
１
２

人
、
年
度
末
拠
点
数

一
８６

拠
点
。
会
員
数

一
１
万
１

５
１
２
人
。
当
年
度
も
会

員
の
減
少
傾
向
は
続
く
が
、

そ
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
し
て
会
員
数
、
活

動
時
間
数
共
に
増
や
し
て

い
る
３
拠
点
を
紹
介
。

（函
館
・
利
根
沼
田
・
箕

面
）
３
拠
点
の
共
通
点
は
、

①
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
可
能
な

限
り
工
夫
し
て
活
動
を
続

専

務

鸞

革

け
て
き
た
こ
と
。

②
イ
ベ
ン
ト
は

「拠
点
単
独

で
は
な
く
、
地
域
の
他
団

体
と
共
同
、
共
催
し
て
い

る
こ
と
」
で
あ
る
。

●
介
護
保
険
総
合
事
業

¨
新

た
に
岐
阜
拠
点
が
通
所
型

に
参
入
し

「あ
ん
き
サ
ロ

ン
」
を
発
足
。
他
は
前
年

度
と
変
わ
ら
ず
。

●
福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー
一
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
残
る
中
健

闘
し
た
。
調
査
員
の
高
齢

化
と
不
足
に
苦
慮
し
て
い

る
。
特
に
第
二
者
評
価
に

関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
を
募
り
た
い
。

●
拠
点
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座

一
７。
歳
前
後
の
１３
人
が

参
加
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
意
欲
的
で
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
。
今
後
も
後
継

者
育
成
の
機
会
と
と
ら
え
、

積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
い
。

●
会
報

【
１
回
／
２
ヶ
月
の

発
行
で
あ
る
が
、
毎
回
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
手
に

取
っ
て
見
て
も
ら
え
る
紙

面
作
り
を
し
て
い
る
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に

「ナ
ル
ク
の
紹

介
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（２
面
へ
続
く
）
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６
月
、
本
部
総
会
も
終
了
し
全
国
の

拠
点
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
▼
私
も

周
年
行
事
の
開
催
さ
れ
る
拠
点
、
代
表

が
交
代
さ
れ
る
拠
点
に
、
前
代
表
に
対

し
て
の
御
礼
と
、
新
代
表
へ
の
激
励
の

お
願
い
に
出
席
し
て
い
ま
す
▼
年
に
１

度
で
す
が
会
員
の
皆
様
に

お
会
い
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
役
員
の
皆
様
の
熱

意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
▼

「ナ
ル
ク
デ
ー
」
を
は
じ

め
拠
点
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て
い

る
皆
様
の
笑
顔
、
楽
し
さ
を
拝
見
す
る

に
つ
け
私
も
楽
し
く
な
り
ま
す
▼
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
が
第
５
類

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
い
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
防
に
は
細
心

・
の
注
意
を
払

い
、
こ
こ
３
年
、
活
動
が
や
や
も
す
る

と
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
事
実
で
す
。
本
年
度
は
元
気
に
会
員

が
活
動
に
集
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

▼
先
般
実
施
さ
れ
た
枚
方
拠
点

の

「ナ
ル
ク
デ
ー
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
枚
方
市
長
に
激
励
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
３
会
場
に

分
か
れ
１
２
０
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
が
、
会
員
が

「声
か
け

。
誘
い

合
わ
せ
」
を
何
度
も
実
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
聞
き
敬
服
し
ま
し
た
▼
各
拠
点

も
ぜ
ひ

「声
か
け
。
誘
い
合
わ
せ
」
を

実
行
し
ま
し
ょ
う
。
　

（神
野
　
毅
）

「まだ補聴器なんて…」と思つていると、いつの間にか間こえの低下が進み、人とのコミュニ

ケーションも億劫になることもありま魂 問こえの変化に気づいたら、お早めにご相談下さい。

**パナソニック補聴器直営店**
プラザ大阪  06‐ 634牛 3348
プラザ東京  03‐ 3251-3349
プラザ横浜  045‐ 321-8111
プラザ福岡  092-41牛 3164
′fナツエック補聴器相談センダー

0120‐ 045285(全 国各地区対応)

(受付9時～17時 30分倣 日、払 年末年始、螂

※お電話の際は「ナルク会員」とお伝え下さい。「特房U価格」でご提供 します。

′

Pana∞nEC

耳あな型補聴器 G4 シリーズ
医機器岳

=証
番号230AIBZX00021Z00

マスクの邪魔にならない
充電式耳あな型補聴器

補聴器で元気な聞こえを

耳の健康を保つため、定期的な耳鼻咽喉科の受診をおすすめします。

あいおい損保ニッセイ同和損害保険・亀

岡病院 。関西電力労働組合 。近畿労働金

庫・公益社・全電通近畿社会福祉事業団 。東北電力労働組合・東北発電

工業労働組合 。東京電力労働組合・パナソニック・パナソニックグルー

プ労働組合連合会・ユアテックユニオン・労働者福祉中央協議会・亀岡

松花苑 (みずの木)。 ライフ薬局 。(株)明倫社・ダイ八ツ労働組合・ダイ

キンエ業労働組合・デイサービスセンター (さ くら)      (敬 称略)

Ｈ
■
■
■
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大阪府 技木・ 摂淳拠点 石田正会員

【質問①】組織関連 (6)シエア介護サポーターに

ついて研修会が必要と書いているが全国で実施して

いる拠点は無いと問いている。実施に向けて本部は

具体的に何をされているか?

⊆£,て預処置言状写憲続§雪望[憲阻
木・摂津拠点の会員の方中心に「介護シニアサポー

ター研修会」テキストを作成し、既に全国で3′ 100

部作成され、拠点で研修会を実施してきた現在も

それぞれの拠点で実施している。従つて本部の役

割は研修会を実施することではなく、絶えず研修

会開催の重要性を訴えることが本部の役害」と思う。

【質問②】2023年事業計画で後継者の発掘と育成

が組織トップの仕事、次期リーダーを育てることを

強調しすぎるとプレシャーを感じて代表を受けて質え

ない。

嘔£ジ 者軽曼亀暮堰響[薫量≧黒看と|こ握蘊警

が必要になつた時に急にお願いしてもなかなか決

まらない。次期リーダーや役員の人選は、日常運

営の中でリーダーが念頭に置き、代表が、折に触

れて具現化するよう努力を払うべきことであろう。

勿論本部が開催している次期リーダー養成講座の

受講も一つの手立てである。敢えて言及すると今

回の「発展プロジェクト」のメンバーを70歳未満と

して募集した結果、その中に素晴らしい人材がい

る。会長職も必ずしも大阪にいる必要はないと考

える。インターメットの時代です。遠隔での運営も

可能な時代になつてきている。

【質問③】時間預託制度の基盤が揺らいでいる。次

の支援者が確保できない中で「安心のナルク」で

は会員が勧誘が出来ない。点数が自身の支援に使

えない場合、他の方法を考務 必要がある。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

【
活

動
時
間
数
が
少
な
い
割
に

事
故
件
数
が
多
い
。
傷
害

率
も
高
く
、
保
険
料
金
は

会
員
一
人
あ
た
り
１
６
３

円
に
な
っ
た
。

◎
決
算
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

【事
業
計
画
】

３
月
号
の
会
報
に
掲
載
し

た
通
り
で
あ
る
が
、
理
念
を

再
認
識
し
つ
つ
、
組
織
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
後
継
者
を

育
て
、
経
営
基
盤
を
確
立
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
も
地
区
連
絡
協
議

会
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

【報
告
事
項
１
】

地
区
連
絡
協
議
会

エ
リ
ア
‐７
推
進
会
議
を

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ツ
プ
し
て
こ

の
会
が
で
き
た
が
、
大
き
な

目
的
は
時
代
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
各
拠
点
と
本
部

が
よ
り
密
接
に
情
報
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
架
け
橋
に
な

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

各
地
区
担
当
理
事
、
担
当

代
表
は
工
夫
を
し
な
が
ら
協

議
会
を
開
催
し
た
。

【報
告
事
項
２
】

発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
間
報
告

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

を
代
表
し
て
滑
川
里
美
氏

（銚
子
拠
点
）
が
発
表
。
５

月
号
会
報
に
掲
載
し
た
内
容

を
ま
と
め
て
よ
り
具
体
化
さ

れ
た
報
告
に
、
会
場
に
は
大

き
く
頷
く
姿
も
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
た
。
同
時
に
、
真
剣

に
ナ
ル
ク
の
将
来
を
考
え
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
若
い
世

代
に
大
き
な
拍
手
が
届
い
た
。

【報
告
事
項
３
】

ナ
ル
ク
デ
ー
の

実
施
状
況
報
告

以
上
で
総
会
が
終
了
し
た
。

続
い
て
荒
木
公
認
会
計
士
の

講
演
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し

て
の
資
金
管
理
の
あ
り
方
、

法
的
に
ど
う
す
べ
き
か
、

等
々
再
認
識
す
る
こ
と
の
多

い
内
容
で
あ
っ
た
。

い
ま
し
た
。
会
員
の
方
に
相

談
す
る
と
、手
入
れ
を
し
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
毎
年

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

友
人
が
ナ
ル
ク
の
女
子
会

に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
手

仕
事
は
あ
ま
り
得
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
刺
し
子
や
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
教
わ
り

な
が
ら
作
っ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
と
お
し
や
べ
り
し
な

が
ら
手
仕
事
を
す
る
の
も
楽

し
い
も
の
で
す
。

参
加
し
て
い
く
う
ち
に

徐
々
に
仲
間
も
で
き
、家
に
い

て
ば
―
つ
と
し
て
い
る
な
ら
事

務
所
当
番
な
ら
で
き
る
か
と
、

月
１
回
程
度
は
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
ま
す
。
最
近
会
報
の

手
配
り
も
す
る
よ
う
に
な
り
、

少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
は

嬉
し
い
も
の
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
企
画
も
１
人
で

参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
切
っ

て
申
し
込
み
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
し
て
み
る
と
、ま
た
行
っ
て

み
よ
う
か
な
、
な
ど
と
思
っ
て

い
ま
す
。
人
見
知
り
で
引
っ

込
み
思
案
で
す
が
、残
り
の
人

生
を
少
し
ず
つ
踏
み
出
し
て

楽
し
ん
で
い
ア⊂
う
と
思
い
ま
克

（栃
木
県
・栃
木
　
久
保
田
祥
子
）

百
歳
寿
命
列
車
」
を

出
発
さ
せ
よ
う
！

今
私
は
八
十
路
に
突
入
し

て
、
２
回
目
の
秋
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
私
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を
は
じ
め
、

趣
味
仲
間
や
音
の
仕
事
仲
間
、
幼
な
友
や
ご
近
所
さ
ん

等
親
し
く
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
方
が
多

数
い
て
く
れ
て
い
る
。
一
方
我
が
国
の
少
子
高
齢
化
の

波
は
止
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
益
々
ひ
ど
く
な
り
、
我
々
高

齢
者
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
他
と

も
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
、
高
齢
者

の
寿
命
は
い
ま
や
８。
歳
は
当
た
り
前
、

９。
歳
や
１
０
０

歳
に
な
っ
て
も
か
く
し
や
く
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
が
大
勢
居
ら
れ
る
こ
と
も
聞
こ
え
て
く
る
。

と
な
れ
ば
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
必
然
的

に

「百
歳
寿
命
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
何
の
努
力
も
せ
ず
、
目
標
が
達
成
で
き
る
訳

が
な
い
こ
と
も
重
々
理
解
し
て
い
る
。
な
ら
ば
ど
ん
な

対
策
を
講
じ
る
か
？
　
私
は
も
っ
と
運
動
量
を
増
や
せ

よ
、
さ
ら
に
は
色
々
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
活
用
等
と
難
し

い
こ
と
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
私
の
提
言
は
簡
単
な

こ
と

「高
齢
者
同
士
も
っ
と
話
を
し
よ
う
」
と
言
う
こ

と
で
あ
る
。

ナ
ル
ク
と
共
に

私
は
夫
と
と
も
に
２。
年
ほ

ど
前
に
ナ
ル
ク
に
入
会
し
ま

し
た
。
特
別
な
活
動
は
ほ
と

ん
ど
し
な
い
ま
ま
過
ぎ
て
し

ま
い
そ
の
後
、夫
が
亡
く
な
り
、

庭
の
手
入

れ
が
出
来

ず
困
っ
て

時間預託制度は決して揺らいでいると

考えていない。2022年度の時間預託活動

は、コロナ禍ではあったが、年間9,1637時商の実

績が上がっている。また、そのうち点数利用によ

る支援は8946時間 (全体の9.8%を 占める)となつ

ており、若千の拠点ではコロナ禍で事務所すら閉

めてしまったところはあつたが、ご指摘の「揺らい

でいる」状態ではないと考える。なお、時間預託

点数の活用に関しては、過去にホテルでの宿泊料

の割引が受けられるといつた魅力的な活用方法は、

今後も考えてゆかねばならないと考務 。

【質問④】京滋地区連絡協議会において、比較的

若い世代の方に入会してもらうために時間預託点数

を換金できる制度にすればもつと魅力的なものにな

る。時間預託点数の換金化制度の検討時期に来て

いる。

ナルクの時間預託制度は「ニッポン・

アクティブライフ・クラブ細則」の第 3条

で明確に記されている。それによると、点数とお

金は全くリンクしないことになつている。国内には、

地域通貨、時間貯蓄、点数預託などの名称でシス

▲

テムも様々なものがあり、例えば切符を有償で買

い残れば換金するものなどがありますが、換金で

きないものもあるようです。

大阪府 箕面拠点 稲井正会員

【意見】「理念の再認識と基本活動の実践」は、や

やもすると「楽しいナルク」に傾向しすぎにもなり、

再認識の必要性を痛感している。NPO法人として理

念と目的 (ミッション)が必要で、定款第4条の目

的にもある「社会参加と市民相互扶助の社会全体

の利益と福祉の増進に寄与することを目的とする」

ことの再認識。

兵庫県 宝塚・川西拠点 厚東正会員

【意見】各種書類が精撤過ぎ使い勝手が悪い高齢

者が多く字を大きく、記入福も広くとる参考資料とし

て「サービス利用通知・提供依頼・活動報告書 (ス

ポット)。

【質問①】新システムの運用状況につい亀

各種帳票は使いやすいように既に拠点

でアレンジしている。利用申込書とコー

ディネート記録を1枚に合体して作つている拠点もあ

る。新システム (N Two)の 導入拠点は 29拠点。

パソコンの習熟程度もさることながら、拠点の活

動時間の多少が導入の判断になる。

大阪府 四条畷拠点 柳本正会員

【意見】積極的に活動している拠点はそれなりの成

果をあげている。生涯現役と言うがこれからの運営

委員は90歳ぐらいまで頑張る覚悟がいる。これから

指示・連絡報告は高齢化を考泳 リム化が必要リー

ダー拠点 (よくやっている拠点)による地区連絡協

議会参加拠点への指導、研修が必要。

鹿児島県 鹿児島拠点 原田 ヨン子正会員

【意見】運営委員会は開催し、会報作り、頑張つて

いる。

神奈川県 南横浜拠点 高精 昌子正会員

【意見①】新旧体制の交代で新しい体制でのコー

ァィネーター研修の必要性を指摘された。今回新

体制のもとコーディネーター研修の支援をお願いし

たい。

コーディネーター研修の支援はしたい。

是非神奈)|14拠点で実施をお願いしたい。

以前は関東地区で実施をしていたこともあり、出来

得れば南関東地区連絡協議化で実施を (南関東で

は歌声フェスティバルを開催)。

【意見②】解散の危機に瀕したが、本年の総会で

世代交代をした。会員のグループ化をすすめ、コー

ァィネーター配置し拠点の活性化を進めたい。本部

からの助言を。

役員が会員を知る。全会員との会話を。

こ―ズとシーズを把握する。とにかく活動

を。それによつて会員も増え活動が活性化する。

O

⑬

⑥

ぎbしヽつb譴珀Lれが 目くば`り気趙
わ



●岐阜 4月 16日  15人

岐阜新聞社主催、「長良川を美しくしよう運動」

に蓬歩カロ

0各務原 4月 18日 17人

尾崎南町運動公園の駐車場及び東屋周辺。他団

体とのコラボ

0ふくい 4月 23日

紫蘭街道ライス 武生工業高校、武生第 2中学
|

校前 他団体とのコラボ           |

ナルクが設立された1994年4月 20日を記念し、

2020年度の定時総会で、毎年4月 20日を「ナルクデ

NPO法人の原点である「地域社会への貢献活動」を

参加拠点に「のぼり旗」を贈呈し盛り上げを図り、4月中に

さらに他団体とのコラボの報告が来ている9拠点の実績を

(5月以降のナルクデー活動は順次ホームページにアップ

0芦屋 4月 22日  11人
0手稲 4月 20日  6人

Nippon Act}

メ

0枚方 4月 22日  120人

①枚方会場(岡東中央公園、京阪枚方市駅、天野川

両岸遊歩道)②楠薬会場(楠葉中央公園、京阪樟葉

駅前)③けやき通り(枚方八景に選ばれている地区)

0江副 4月 29日  18人

3 voL 284   2023年 7月 10日発行 第 3種郵使物認可 一部30円

鋭 し銑

町内会管轄のひばり公国の清掃

0名張東 4月 25日 15人

すずらん台の幹線道路。会員外 3人参加

芦屋市茶屋之町さくら通りと西法寺。他団体と

のコラボ

●寝屋川 4月 23日 12人

,  市内大利元町公園とその周辺 事務所地域の 3公園清掃

釉②健康法 「健康体操」
枚 方 拠 点・ 平  里 美

腰痛、肩こり、膝の痛み、内臓の不調による様々な症状は、背骨の歪

みからと言われています。健康体操 (背骨コンデイショニング)とは関

節、神経をゆるめ、背骨を正しい位置に戻し、筋

カトレーニングで筋肉を育てることだそうです。

先生のご指導のもと1日寺間、マットの上でみつ

ちり。時には話が脱線し、大笑いをしながら身体

を動かしています。家でも復習すれば良いとは

頭ではわかつているのですが、根つからの横着者、月に3回だけでも身

体のスッキリ感を味わうために楽しみで通つています。

t

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

子
供
の
頃
、
大
勢
の
仲
間
と
楽
し
く
野
山
を
駆
け

回
っ
た
こ
と
や
、
戦
後
の
焼
け
野
原
と
な
っ
た
町
中
で

「ギ
ブ
ミ
ー
、
チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
！
」
と
言
い
な
が
ら

進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
の
後
を
追
い
か
け
た
こ
と
。
町
中
の

老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
来
る
小
。中
学
校
の
こ
動
会
や
、

お
祭
り
の
こ
と
、
只
々
歩
く
だ
け
の
遠
足
や
、
修
学
旅

行
で
の
枕
投
げ
等
楽
し
か
っ
た
思
い
出
、
私
た
ち
高
齢

者
に
し
か
理
解
し
て
貰
え
な
い
内
容
の
話
題
が
次
々
と

浮
か
ん
で
く
る
は
ず
。
も
ち
ろ
ん
大
人
に
な
っ
て
か
ら

の
子
育
て
の
苦
労
話
や
、
貧
乏
暇
無
し
の
日
常
生
活
の

話
等
今
の
若
い
人
に
は
理
解
し
て
貰
え
な
い
、
共
通
の

話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
は
必
常
、
こ
の
時
の
私
た
ち

の
目
は
ラ
ン
ラ
ン
と
輝
き
、
当
時
の
若
さ
を
甦
ら
せ
て

く
れ
る
は
ず
。

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
は
、
何
の
発
展
も
望

め
ず
、
１
年
は
お
ろ
か
明
日
に
で
も
他
人
様
の
お
世
話

に
な
る
は
め
に
陥
り
か
ね
な
い
。

平
均
年
齢
が
８。
歳
を
超
え
な
ん
と
し
て
い
る
私
た
ち

拠
点
と
し
て
は
躊
躇
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
幸
い
な

こ
と
に
当
拠
点
は
今
秋
、
分
離
独
立
後
２。
周
年
を
迎
え

た
記
念
式
典
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
席
上
で
皆
さ
ん

に
提
言
し
、
逸
早
く

「百
歳
寿
命
列
車
」
を
出
発
さ
せ

よ
う
と
提
言
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（び
わ
こ
南
東
　
松
本
信
興
）

次
号
は
二
重
地
区
を
掲
載
し
ま
す
。

一
　

Ｖ

′
　
　
‐′
　
↓．

Ａ
粋一

ト

|

・つ

か
ヽ
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乱 濡ぃ

―
」』b山的imナルク国内親陸肺
2018年 3月のナルク親睦旅行は『沖縄・石垣島Jを実施致しました。今回の親睦旅行は古くはr今昔物語どにも

記され、r黄金の島Jと しても知られた佐渡島に決定しました。島ならではの自然と景観を楽しめる佐渡。佐渡沖で

獲れる本マグロや寒ブリなどの新鮮な海の幸に、プスタルジックな金山遺跡、旅情

を誘うたらい舟など独自の歴史や文化、グルメにも親しめます。野生復帰を果たし

たトキにも会えます。是非参加いただいて、各拠点の交流親睦をはかってください。

実施日:2並B等¶0同¶GttCぷD～¶0同知 回⊂渤
旅行費用 :大阪 136,500円 (最小催行人員20名)143,000円 (最小催行人員 15名 )

東京 124,500円 (最小催行人員20名 )13Л ,200円 (最小催行人員 15名 )

宿 泊 先 :1日目相川温泉「ホァメレ吾妻」、2日目八幡温泉 rホテル八幡館」

申し込み :8月 30日までFAXで拠点名、氏名を記入し申し込ん煮 ださい。定員になり次第締め切りま魂

本部旅行委員会まで FAX:06‐ 6941‐5130

◆関西発便 :伊丹空港⇔新潟空港 (ANA便利用)◆関東発便 :東京駅⇔新潟駅 (新幹線利用)

たらい舟

訂
正
と
お
詫
び
●
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
２
３
３
号
の
３
頁
『私
の
レ
シ
ピ
』
拠
点
名
の
表
記

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「茨
城

・
摂
津
」
↓
「茨
本

・
摂
津
」
で
す
。

ま
た
４
頁
『活
動
日
誌
』
名
前
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
田

村
鴻
平
代
表
」
↓
「
田
川
鴻
平
代
表
」
で
す
。
ま
た
「礁
下
防
止
」
は
誤
り
で
「誤
味

防
止
」
が
正
し
い
表
記
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

□電話応対

ロデ

Wordや メールの

・仕分け

ら

挑戦じてく しま官。



老若男女問わず
一緒にポランティアす
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配 布 部 数 :20,000部

配 布 地 域 :全国86拠点

間い合わせ :本部  TEL06‐ 6941-5448
月～金 (祝日を除く)10:00～ 17:00
kato@natc.jp

バッケ学争々
i;争

「
:盤

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
全
国
の
拠
点
で
は
総
会
時
、
あ
る
い
は
年
１
回
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
。（フ回
美
幌
拠
点
を
紹
介
し
た
い
。実
施
し
て
い
な
い
拠
点
は
会
員
の
ニ
ー

ズ
、
シ
ー
ズ
の
確
認
の
た
め
、
是
非
実
施
し
て
ほ
し
い
。

ナ
ル
ク
美
幌
拠
点
で
は
　

育
、
申
込
バ
ス
（デ
マ
ン
ド
　
　
て
い
る
こ
と
や
感
謝
の
言

毎
年
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
　
　
バ
ス
）試
乗
体
験
、
塗
り
絵
、
　

葉
な
ど

を
実
施
し
、
集
計
結
果
か
　
　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
）
　
　
　
　
０
困
っ
た
時
に
す
ぐ
対
応
し

拡
大
の
呼
び
か
け
　
　
　
て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て

掛
け
た
‐４
人
（２。
％
）
　

ぃ
る
。

け
で
き
な
か
っ
た
５６
　
●
一
人
暮
ら
し
な
の
で
心
強

会 員 ア ン ケ ー ト調 査  燐 道・美幌 上杉晃央

タイの国営テレビ局 rThai PBS』 から、ナルク本部に日本のボランティア

の現場の取材の要請があり、積極的に活動している水戸拠点を紹介した。

な
ど
は
除
き
１
０
０
余
名
に

送
付
し
、

７８
名
か
ら
返
答
（提

出
率
７５
％
）
が
あ
つ
た
。
男

女
比
は
男
性
３４
％
ヽ
女
性

６６
％
で
あ
つ
た
。
ま
た
毎
年

２
回
会
員
拡
大
の
呼
び
か
け

月
間
を
設
定
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
れ
に
関
す
る
項

目
も
設
け
た
。

【質
問
項
目
と
結
果
概
要
】

①
希
望
す
る
行
事

（３
件
ま
で
選
択
可
）

●
街
中
散
策
２５
人

●
高
齢
期
参
考
講
座
２‐
人

●
室
内
ゲ
ー
ム
大
会
２‐
人

●
健
康
体
操
２。
人

い
た
い
。

●
若
い
人
は
自
分
の
趣
味
や

仕
事
で
入
会
が
難
し
い
。

●
仕
事
や
配
偶
者
の
世
話
、

孫
の
相
手
や
子
育
て
な
ど

が
忙
し
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
難
し
い
。

③
一
人
暮
ら
し
で
困
っ
た
こ

と
や
ナ
ル
ク
に
頼
み
た
い

？」
い
」

０
今
後
、
車
を
手
放
す
と
お

世
話
に
な
る
こ
と
が
増
え

る
と
思
う
。

●
除
雪
。

●
病
院
や
お
寺
、
事
務
所
当

番
、
買
い
物
等
な
ど
の
送

い

●
母
か
ら
会
員
を
引
き
継
ぎ

１０
年
に
な
り
、
昨
年
か
ら

事
務
所
当
番
を
し
て
い
る
。

活
動
で
き
て
嬉
し
い
。

●
年
齢
を
重
ね
、
気
持
ち
だ

け
若
く
、
で
き
な
い
こ
と

ば
か
り
で
申
し
訳
な
い
。

０
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
良

か
っ
た
。

⑤
意
見
や
要
望

０
自
分
の
楽
し
み
を
生
か
せ

た
り
、
少
な
い
人
数
や
決

ま
り
で
活
動
で
き
る
ク
ラ

ブ
が
あ
る
と
、
生
き
が
い
。

楽
し
み
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

●
送
迎
（運
転
者
）
に
も
っ
と

取
り
組
む
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
免
許
の
な
い
人
や
返

納
し
た
人
も
活
動
に
参
加

で
き
、
ナ
ル
ク
も
活
発
に

な
る
の
で
は
。

●
入
会
を
勧
め
た
会
員
か
ら

「あ
な
た
は
参
加
す
る
の
」

と
聞
か
れ
る
と
気
に
な
る
。

●
果
物
狩

り

　

迎
。

‐８
人
　
　
　
●
ス
マ
ホ
が
な
い
た
め
テ
レ

●
ス
ク
ラ
ッ
チ

　

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
で
し

ア
ー
ト
８
人
　
　
か
情
報
が
入
ら
な
い
の
で
、

●
脳
ト
レ
８
人
　
　
い
ろ
い
ろ
教
え
て
ほ
し
い
。

０
そ
の
他
（健
　
●
庭
木
な
ど
の
剪
定
。

康
維
持
の
体
　
④
日
頃
ナ
ル
ク
活
動
に
感
じ

「

haI PBS」 はナルクの活動を取材したいという要

望で、4月 19日 (水 )、 取材に応じることになり、最初に

ナル
`ア

事務所、その後水戸市内での掃除、送迎、庭木

の手入れの作業関係について、午前10時から午後4

時まで取材を受けました。ご協力いただいた会員には、

感謝申し上げます。

十碑
30分番

組というこ

とで、取材

はその4倍

ほどの時間

を録画した

ようで、ダ

イ国での放映のあと、YouTubeに アップするというこ

となので、後日、日本国内でも見ることができるという

ことです。          .   (和 田修身)

女ルク活動の紹介

という事で、岸公子さ

ん宅で私と津久井さ

んと二人で掃除の取

材を受けました。

岸さんは23年ほど

前にダイに行つた事が

あると、前甲アルバム

を出して音を思い出していた様です。

年後1時に取材の方が到着し、打合せもなく早速取

材開始となりました。居間のコタツを片づけ、掃除機

をかけている所や、棚等の上掃きしている所を撮影し

ていきます。「もつとゆつくり行なってください」と注意

されました。その後、岸さんを挟んでインダビューを

受け、緊張しながらも和やかな雰囲気の中で、あつと

いう間に時間オニ′ヾ―です。

岸さんに「ナルクに頼んでどうか? 回数は? 良

かつた事は?」 等々質間していましたが、すらすらと答

え「ナルクにとても感謝

し助かつている」と何度

も話してくれました。

取材後、岸さんと3人

でお茶しながら話しに

花が咲き、ダイ旅行の

事等をお間きしました。

とても綺麗で素敵な国

だつたと懐かしそうに

話されていました。「あの素晴しい国にナルクの方針

であるボランティア精神、助け合いの心が広がる事を

願つています」との事でした。     (藤 枝春美)

4月 19日 (水 )、 うららかな春の年後、広く手入れの行

き届いた庭には、ハナミズキ、ゆずりは、ねむの木、も

目名 :タイ王国
首都 :バンコク

Tha‖and

みじ、三シキギ、つつじ、梧、紫モグレンなどの木が植え

られ、地表には、チューリップ、菫、ムスカリ、アイリス、紫

ラン、芝桜、スズラン、つる日々草の花が咲いて、心安ら

ぐ木陰のベン

チで、小松障さ

んがテレビ局

の取材を受け

ました。

何を質問す

るのか打ち合

わせがないまま始まり、通訳を入れてナルクに入会した

理由、高齢になつて支援していただいてしヽる内容、入会

してよかつた事などのインダビュー受けてから、実際に

車で送迎を行う様子を撮影して「スリー、ツー、ワン、ゼ

ロ!」 と数回行い無事終了しました。4人のスタッフはとて

も感じが良い方たちで、利用者さんと私は大変貴重な

体験をさせていただき、うれしく思いました。代表と役員

さんは、家事手

伝い、送迎、庭木

の手入れと3か

所を回り、取材

を行つて、一日

中本当にお疲れ

さまでした。

(柴山三千代)
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